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 アートの力をまちに取り込み
誰もが文化芸術を楽しめる地域に

市 長 座 談 会

　

以
前
か
ら
彫
刻
な
ど
の
芸
術
作
品
を

ま
ち
な
か
に
設
置
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
」
の
取
り
組
み
が
各
地
で
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
住
民
交

流
の
促
進
や
地
域
活
性
化
な
ど
を
目
的

に
、
現
代
ア
ー
ト
な
ど
の
作
品
を
一
定

期
間
、
野
外
に
展
示
し
、
人
々
の
地
域

周
遊
を
促
す「
屋
外
芸
術
祭
」も
盛
ん
に

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
文
化
施
設
を
中
心
に
、
市

民
の
文
化
芸
術
活
動
を
支
援
し
た
り
、

ア
ー
ト
の
魅
力
を
多
く
の
市
民
に
体
験

し
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
民
の
文
化
意
識
の
醸
成

に
向
け
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
も
精
力

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

座
談
会
で
は
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
に

向
け
、
ア
ー
ト
の
力
を
生
か
し
た
諸
施

策
を
進
め
る
小
山
田
・
十
和
田
市
長
、

臥
雲
・
松
本
市
長
、
藤
井
・
取
手
市
長
、

大
森
・
岡
山
市
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
、
市
民

の
理
解
促
進
の
重
要
性
、

ア
ー
ト
が
も
た
ら
す
経
済
効

果
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
文
中
の
役
職
名
・
敬
称

は
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
に
配
慮
し
開
催
し
て

い
ま
す

臥
が う ん
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よ し な お
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松
まつもと
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大
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市 長 座 談 会 アートの力をまちに取り込み、誰もが文化芸術を楽しめる地域に

各
地
で
進
め
ら
れ
る 

ア
ー
ト
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

細
川　

地
域
の
個
性
や
魅
力
を
発
信
し
、
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
な
人
材
を
地
域
に
引
き
付
け
る
手
段
と
し
て
、

ア
ー
ト
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
近
年
、
各
地
で
活

発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
各
都
市
に
お

け
る
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
山
田　

十
和
田
市
の
市
庁
舎
前
に
は
、「
官
庁
街
通

り
」と
呼
ば
れ
る
、
長
さ
１
・
１
㎞
に
及
ぶ
桜
と
松
の
並

木
道
が
あ
り
ま
す
。「
日
本
の
道
・
１
０
０
選
」や「
新
日

本
１
０
０
景
」
に
も
選
ば
れ
た
、
本
市
の
中
心
市
街
地

の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
す
。
通
り
沿
い
に
は
、
市
庁
舎

以
外
に
も
、
国
・
県
・
市
の
各
種
施
設
が
並
ん
で
い
ま

す
が
、
合
同
庁
舎
整
備
に
伴
う
出
先
機
関
の
転
居
な
ど

に
よ
り
、
20
年
ほ
ど
前
に
は
空
き
地
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
十
和
田
市
で
は
よ
り
魅
力

的
で
美
し
い
官
庁
街
通
り
の
景
観
を
造
り
出
す
と
と
も

に
、
未
来
へ
向
け
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
平

成
17
年
に
「
野
外
芸
術
文
化
ゾ
ー
ン
基
本
計
画
」
を
策

定
。
通
り
全
体
を
一
つ
の
美
術
館
に
見
立
て
、
多
様
な

現
代
ア
ー
ト
の
作
品
を
展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「A
rts T

ow
ada

」に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
は
そ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、「
十
和
田

市
現
代
美
術
館
」（
以
下
、
現
代
美
術
館
）
を
開
設
し
、

そ
の
向
か
い
の
空
き
地
に
は
屋
外
作
品
を
展
示
す
る

「
ア
ー
ト
広
場
」を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
通
り
に
沿
っ

て
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
設
置
も
進
め
、
平
成

22
年
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
国
内
外
の
有

名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
手
が
け
た
作
品
を
長
期
展
示
す
る

ス
タ
イ
ル
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
現
在
、
館
内
で
は
27

作
品
、
ア
ー
ト
広
場
で
は
７
作
品
を
常
設
展
示
し
て
い

ま
す
。
例
年
、
本
市
の
人
口
の
お
よ
そ
２
倍
と
な
る
約

15
万
人
が
現
代
美
術
館
を
訪
れ
る
な
ど
、
地
域
に
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

臥
雲　

松
本
市
の
地
域
資
源
と
い
え
ば
、
国
宝
松
本
城

や
山
岳
景
勝
地
の
上か
み
こ
う
ち

高
地
が
有
名
で
す
が
、
文
化
芸
術

も
有
力
な
資
源
で
す
。
特
に
音
楽
が
盛
ん
な
「
楽
都
」

で
、
世
界
的
な
指
揮
者
で
あ
る
小
澤
征
爾
氏
を
総
監
督

と
し
た
「
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ 

松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
開
催
地
と
し
て
、
市
民
を
は
じ
め
、
全
国
の
皆
さ
ん

に
至
高
の
音
楽
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
美
術

分
野
で
も「
松
本
市
美
術
館
」に
お
い
て
、
松
本
市
出
身

の
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
草
間
彌
生
氏
の
作
品

を
常
設
展
示
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
老
若
男
女
の
市
民
キ
ャ
ス
ト
が
歌
舞
伎
俳

優
と
共
演
す
る「
信
州
・
ま
つ
も
と
大
歌
舞
伎
」や
、
ま

ち
な
か
を
回
遊
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
道
芸
人
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
む
「
ま
つ
も
と
街
な
か
大
道

芸
」、
合
唱
団
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
市
民
が
担
う
「
ま

つ
も
と
市
民
オ
ペ
ラ
」
な
ど
、
多
数
の
市
民
を
巻
き
こ

ん
だ
、
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
も
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
加
え
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
ア
ー
ト
活
動
も
活
発

で
す
。
中
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
工
芸
作
家

が
出
展
す
る
野
外
ク
ラ
フ
ト
イ
ベ
ン
ト
「
ク
ラ
フ
ト

通り全体を一つの美術館に見立て
多様な現代アートの作品を
展開する「Arts Towada」を
推進してきました。

小山田 久
十和田市長（青森県）

中心市街地のシンボルロード「官庁街通り」沿いに整備された十和田市現代美術館
（十和田市）



8NOVEMBER 2022 市政

フ
ェ
ア
ま
つ
も
と
」
に
は
、
毎
年
、
全
国
か
ら
多
く
の

愛
好
家
が
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
し
、
ま
ち
に
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
ト
活
動
を
、
一
つ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ

て
多
く
の
人
々
に
発
信
す
る
「
松
本
ま
ち
な
か
ア
ー
ト

Project

」に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

藤
井　

取
手
市
で
は
、
平
成
３
年
の
東
京
藝
術
大
学
取

手
校
地
の
開
設
を
き
っ
か
け
に
、
同
大
学
と
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
、「
ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
４
年
度
に

は
、
市
民
の
文
化
芸
術
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
東
京
藝
術
大
学
卒
業
・
修
了
作
品
展
」の

優
れ
た
作
品
に
贈
る「
取
手
市
長
賞
」を
創
設
。
受
賞
作

品
の
数
は
60
点
と
な
り
、
公
共
施
設
や
公
園
な
ど
、
市

内
各
所
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
賞
の
対
象
は

美
術
分
野
の
み
で
し
た
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
新
た
に

音
楽
分
野
も
加
え
ま
し
た
。

　

市
民
が
日
常
的
に
ア
ー
ト
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
「
壁
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
も
長
年
に
わ

た
っ
て
推
進
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
制
作
さ
れ
た
壁
画

作
品
は
18
点
を
数
え
ま
す
。
昨
年
は
取
手
市
市
制
施
行

50
周
年
式
典
に
合
わ
せ
て
、
取
手
市
民
会
館
の
正
面
玄

関
に
巨
大
壁
画
を
制
作
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
に
も
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
11
年
か
ら
は
本
市
と
市
民
、
東
京
藝

術
大
学
の
三
者
共
同
に
よ
る
「
取
手
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
推
進
。
市
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
活
動
支
援
と
、
市
民
が
芸
術
体
験
・
創
造

活
動
に
関
わ
る
機
会
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
元
年
に
は
、
産
官
学
連
携
の
下
、
取

手
駅
の
駅
ビ
ル
内
に
、
市
民
が
気
軽
に
作
品
を
鑑
賞
し

た
り
、
ア
ー
ト
を
体
験
で
き
る
文
化
交
流
施
設
「
た
い

け
ん
美
じ
ゅ
つ
場
」（V

IV
A

）も
開
設
し
ま
し
た
。

大
森　

私
た
ち
が
普
段
使
う
「
観
光
」
と
い
う
言
葉
は
、

四
書
五
経
の『
易え
き
き
ょ
う経』に
出
て
く
る「
観
国
之
光
」（
国
の

光
を
観み

る
）
が
語
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
光
」

と
は
地
域
の
風
土
や
文
化
を
指
し
ま
す
が
、
岡
山
市
で

も
地
域
の
光
に
磨
き
を
か
け
よ
う
と
、
文
化
芸
術
の
振

興
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
中
心
市
街
地
の
岡
山

城
・
後
楽
園
周
辺
エ
リ
ア
を
会
場
に
、
平
成
28
年
か
ら

３
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
岡
山
芸
術
交
流
」
で
す
。

国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
現
代
美
術
の
国
際

展
で
、
今
年
の
９
月
末
か
ら
３
回
目
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
地
域
を
見
つ
め
直
す
動
き

が
強
ま
る
中
、
今
回
は
「
子
ど
も
」
と
「
地
元
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
設
定
し
ま
し
た
。
現
代
ア
ー
ト
は
難
解
な
点

も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感

性
で
作
品
を
受
け
止
め
、
ア
ー
ト
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岡
山
市
は
、
明
治
生
ま
れ
の
児
童
文
学
作
家
、

坪
田
譲
治
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。
岡
山
市
で
は
こ

の
縁
を
生
か
し
て
、
優
れ
た
文
学
作
品
を
表
彰
す
る

「
坪
田
譲
治
文
学
賞
」を
約
40
年
に
わ
た
っ
て
運
営
す
る

な
ど
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
、
文
学
に
よ
る
心
豊
か

文化施設の整備後も
ソフトやコンテンツを充実させて
継続的に市民の共感を
生み出していくことが重要です。

臥雲 義尚
松本市長（長野県）

2005サイトウ・キネン・フェスティバル松本 ©ほそがや博信
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市 長 座 談 会 アートの力をまちに取り込み、誰もが文化芸術を楽しめる地域に

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
歴

史
を
土
台
に
、
現
在
、「
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
加
盟
運
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
理
解
・
協
力
を
促
進
す
る

細
川　

ア
ー
ト
を
活
用
し
た
諸
施
策
を
進
め
る
に
は
、

文
化
施
設
の
整
備
な
ど
、
一
定
の
投
資
も
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
市
民
の
理
解
や
協
力
が
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

臥
雲　
「
セ
イ
ジ
・
オ
ザ
ワ 

松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

や「
信
州
・
ま
つ
も
と
大
歌
舞
伎
」の
主
要
会
場
で
あ
る

「
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
」は
、
地
域
の
文
化
芸
術
の
拠

点
と
し
て
平
成
16
年
に
開
館
し
ま
し
た
が
、
建
設
時
に

は
反
対
運
動
が
起
き
る
な
ど
、
市
民
の
間
で
も
賛
否
両

論
が
あ
り
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
み
る
と
、
あ
の
よ
う

な
大
き
な
投
資
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
質
の
高
い
大
規
模

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
が
、
公

共
施
設
は
整
備
後
も
維
持
管
理
や
更
新
の
費
用
も
か

か
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
か
に
ソ
フ
ト
や

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
て
、
継
続
的
に
市
民
の
共
感

を
生
み
出
し
て
い
け
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

　

実
際
、
松
本
市
で
は
多
く
の
市
民
が
地
域
に
誇
り
を

感
じ
な
が
ら
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
含

め
、
主
体
的
に
文
化
芸
術
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
そ
の
効
果
や
広
が
り
を
市
全
体
に
波
及
さ
せ

る
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
注
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
山
田　

十
和
田
市
で
も
当
初
は
市
民
の
間
に
、
現
代

美
術
館
の
建
設
に
反
対
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
開
館
以
来
、
ま
ち
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
、
活

性
化
効
果
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
加
え
、
地
道
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し
た
結
果
、
市
民
の
認
識
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
館
者
向
け

の
鑑
賞
サ
ポ
ー
ト
、
清
掃
活
動
な
ど
を
担
わ
れ
て
い
る

ほ
か
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
も
店
舗
の
一
角
を
作
品
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
に
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

現
代
美
術
館
を
盛
り
立
て
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

大
森　

岡
山
市
で
は
、
老
朽
化
し
た「
岡
山
市
民
会
館
」

と「
岡
山
市
立
市
民
文
化
ホ
ー
ル
」に
代
わ
る
新
し
い
文

化
施
設
と
し
て
、「
岡
山
芸
術
創
造
劇
場 

ハ
レ
ノ
ワ
」の

整
備
を
進
め
て
お
り
、
来
年
９
月
に
開
館
予
定
で
す
。

　

市
民
と
文
化
施
設
と
の
関
わ
り
は
、
こ
れ
ま
で
作
品

や
公
演
の
鑑
賞
が
中
心
で
し
た
が
、「
ハ
レ
ノ
ワ
」で
は
、

鑑
賞
機
会
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
創
作
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
、
新
た
な
文
化
芸
術
の
創
造
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
、
こ
の
整
備

事
業
に
対
し
、
反
対
意
見
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
が
、

新
し
い
文
化
施
設
で
の
積
極
的
な
活
動
を
通
し
て
、
市

民
一
人
一
人
の
人
生
が
豊
か
に
な
り
、
文
化
に
厚
み
が

増
し
て
く
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

藤
井　

長
年
に
わ
た
る
東
京
藝
術
大
学
と
連
携
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
展
開
に
よ
り
、
市
民
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
が
協
働
で

大
だ
こ
揚
げ
に
取
り
組
む「
大
空
凧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は

東京藝術大学取手校地の
開設をきっかけに

「アートを身近に感じられる
まちづくり」に
取り組んできました。

藤井 信吾
取手市長（茨城県）

市制施行50周年式典に合わせて、取手市民会館の正面玄関に制作した巨大壁画
（取手市）
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そ
の
一
例
で
す
。
参
加
し
た
市
民
は
地
元
で
取
れ
る
材

料
を
使
い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
紙
す
き
や
染
色
な

ど
も
行
っ
て
、
12
畳
相
当
の
大
だ
こ
を
製
作
。
そ
の
後
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
空
に
飛
ば
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
る
「
取
手
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
結
成
し
て
、
腕
前
を
披
露
さ
れ
て
い

ま
す
。

ア
ー
ト
が
も
た
ら
す
経
済
効
果

細
川　

ア
ー
ト
は
多
く
の
人
を
ま
ち
に
呼
び
込
む
観
光

資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
ア
ー
ト
が
も
た
ら
す
活
性
化
効

果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。

大
森　

岡
山
市
は
中
国
・
四
国
地
方
の
結
節
点
と
し
て
、

良
好
な
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
も
と
も
と

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
の
に
適
し
た
地
域
で

す
。
し
か
も
、「
岡
山
芸
術
交
流
」は
、
瀬
戸
内
の
島
々

を
主
会
場
と
す
る
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」
と
同
時
期

に
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
相
互
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

よ
り
集
客
効
果
を
高
め
、
経
済
活
性
化
に
結
び
付
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
山
田　

現
代
美
術
館
を
訪
れ
る
約
15
万
人
の
う
ち
、

そ
の
約
７
割
は
県
外
か
ら
の
観
光
客
。
市
内
で
食
事
・

宿
泊
を
さ
れ
る
方
が
多
く
、
地
元
経
済
も
活
気
づ
い
て

い
ま
す
。
食
事
で
は
、
地
元
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る

「
十
和
田
バ
ラ
焼
き
」が
特
に
人
気
が
高
い
で
す
ね
。

　

十
和
田
市
に
は
奥
入
瀬
渓
流
や
十
和
田
湖
な
ど
の
観

光
資
源
も
豊
富
で
す
。
さ
ら
に
、
現
代
美
術
館
は
建
築

家
の
西
沢
立
衛
氏
が
設
計
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も

市
内
の
中
心
市
街
地
に
は
隈
研
吾
氏
に
よ
る
「
十
和
田

市
民
交
流
プ
ラ
ザ 
ト
ワ
ー
レ
」、
安
藤
忠
雄
氏
が
手
が

け
た「
十
和
田
市
教
育
プ
ラ
ザ
」な
ど
、
世
界
的
な
建
築

家
が
設
計
し
た
公
共
施
設
も
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
観

光
客
に
は
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
光
資
源
や
施
設
を
巡
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

臥
雲　

観
光
客
に
い
か
に
ま
ち
を
回
遊
し
て
も
ら
う

か
、
と
い
う
点
は
非
常
に
重
要
で
す
ね
。
こ
の
点
で
、

松
本
市
内
で
も
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
建
築
物
で

す
。
中
心
市
街
地
に
は
松
本
城
以
外
に
も
、
国
宝
の
旧

開
智
学
校
校
舎
や
国
登
録
有
形
文
化
財
の
旧
第
一
勧
業

銀
行
松
本
支
店
な
ど
、
名
建
築
物
が
数
多
く
集
積
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
１
月
に
は
、
エ
リ
ア
内
に
立
地
す
る

19
も
の
建
築
物
に
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
す
る
「
マ
ツ
モ

ト
建
築
芸
術
祭
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
目
標
の
３
倍
を

超
え
る
延
べ
約
６
万
５
０
０
０
人
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

藤
井　

取
手
市
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
沿
線
の
自
治

体（
我
孫
子
市
、
柏
市
、
松
戸
市
、
葛
飾
区
、
足
立
区
、

荒
川
区
、
台
東
区
）
と
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
、
東

京
藝
術
大
学
が
連
携
し
て
「JO

BA
N

ア
ー
ト
ラ
イ
ン

協
議
会
」
を
結
成
し
、
ア
ー
ト
を
基
調
と
し
た
沿
線
情

報
の
共
有
と
連
携
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
沿
線
内
外
へ
の
情
報
発
信
力
の
強
化
と

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
を
制
作
す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
も
取
手

来年開設の
「岡山芸術創造劇場　ハレノワ」
では鑑賞機会の提供に加えて
市民の創作活動も積極的に
支援します。

大森 雅夫
岡山市長（岡山県）

展覧会に合わせ校庭を芝生化し、岡山芸術交流2022のタイトルを表した作品
（岡山市） ©Okayama Art Summit2022
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市 長 座 談 会 アートの力をまちに取り込み、誰もが文化芸術を楽しめる地域に

市
内
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
歴
史

あ
る
建
物
を
巡
る「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」と
い
う
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成
支
援
に
向
け
て

細
川　

文
化
芸
術
の
担
い
手
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

育
成
も
行
政
の
役
割
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
各
市
で

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。

藤
井　

取
手
市
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
の
一
環
と

し
て
、
平
成
19
年
に
市
内
の
井
野
団
地
内
の
１
棟
（
全

７
戸
）を
改
装
し
て
、
共
同
ア
ト
リ
エ「
井
野
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
思
う
存
分
創
作
に
打
ち
込
め
る
活
動
拠
点
で
す
。

　

ま
た
、
取
手
市
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
活
動
や
発
表
の
機
会
を
失
っ
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
音
楽
家
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
一
定
の
支
援
額
を
支
給
し
た
上
で
、
創
作
活
動
の

様
子
や
作
品
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
特
別
サ
イ
ト
で

紹
介
す
る
「
ア
ー
ト
創
作
活
動
拠
点
形
成
事
業
」
な
ど
、

各
種
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

小
山
田　

作
品
発
表
の
機
会
を
数
多
く
つ
く
る
こ
と

も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。
十
和
田

市
で
は
、
こ
の
９
月
に
開
設
す
る
「
十
和
田
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
設
計
者
：
藤
本
壮
介
氏
）」
を
は
じ
め
、

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
で
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
作
品

展
示
を
進
め
、
多
く
の
人
が
作
品
を
目
に
す
る
機
会
を

積
極
的
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
森　

岡
山
市
で
は
、
昭
和
37
年
に
小
学
生
か
ら
中
・

高
校
生
ま
で
が
活
動
す
る
「
桃
太
郎
少
年
合
唱
団
」
を
、

昭
和
40
年
に
は
自
治
体
が
運
営
す
る
全
国
初
の
公
立
青

少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
岡
山
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち

の
育
成
支
援
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
し
て
は
、
創
作

や
発
表
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
「
ハ
レ
ノ
ワ
」
で
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に
は
精
力
的
に
活
動
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
姿
が
市
民
の
芸
術
熱
を
高
め
、
地
域
文
化
の

裾
野
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

臥
雲　

松
本
市
は
故
鈴
木
鎮
一
が
造
り
上
げ
た
音
楽
教

育
法「
ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
」の
本
拠
地
で
あ
り
、
毎
年
、

夏
に
は
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
音
楽
教

室
が
市
内
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
セ
イ
ジ
・

オ
ザ
ワ 
松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
も
、
県
内
の
小
学

６
年
生
や
中
学
１
年
生
に
音
楽
会
や
オ
ペ
ラ
鑑
賞
の
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
松
本
市
は
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
な
か
空

間
を
有
し
て
い
な
が
ら
、
豊
か
な
自
然
も
身
近
に
堪
能

で
き
る
清
涼
感
の
あ
る
ま
ち
で
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

意
欲
的
に
創
作
活
動
を
行
え
る
条
件
を
備
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
育
成
支
援
に
加

え
て
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に「
松
本
に
居
住
し
て
、

創
作
活
動
を
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

施
策
や
地
域
づ
く
り
も
進
め
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
こ
そ

が
真
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
で
あ
り
、
ま
た
ク
リ
エ
ー

テ
ィ
ブ
産
業
を
市
に
根
付
か
せ
る
秘ひ
け
つ訣
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

細
川　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
方
で
、
ア
ー
ト
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
た
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
文
化
行
政
を
担
う
機
関
と
し
て
、
地
域
の
魅
力

向
上
に
ア
ー
ト
を
積
極
的
に
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
ま
ち
を
挙
げ
て
文
化
芸
術
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
令
和
４
年
７
月
13
日
、
全
国
都
市
会
館
に
て
開
催
）

本
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
と
な
り
ま
す
。
次
回
は
１
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

細川 珠生
政治ジャーナリスト


